
火 災 発 生

火災感知器作動

出火場所の確認

初期消火班出動 担任・級外

・消火器を持って現場に直行する。 ・児童を落ち着かせ、放送の指示を静かに待つ。

・火災発見者は、直ちに火災場所とその状況を
的確に校長に連絡する。

消火不可能消 火

消防署通報(事務) 避難放送(教頭)

１１９（金沢市消防局指令センター）
ＴＥＬ ２２－００８９

避難場所へ移動
（運動場・体育館）

＜授業中＞
授業担当教諭は、指定の避難経路

で児童を速やかに避難場所に誘導す
る。

＜休憩時など＞
学級担任は、自分の教室に行き速

やかに避難場所に誘導する。級外は、
各階に急行し、速やかに避難場所に
誘導する。

＜人員点呼・ケガ等の確認＞
学級担任・級外 →校長

負傷(不明)者等がいた場合

消防署に対し、救助を依頼する。（教頭）

関係機関への連絡

◇羽咋市教育委員会学校教育課
ＴＥＬ ２２－７１３１

（マスコミ等への対応については、窓
口を一本化し、校長が対応する。）

【注意事項】

（１）出火に関する放送を最後までしっかり聞く。
（２）放送終了後、直ちに窓を閉め、出口に近い児童から廊下に出る。

（３）何も持たないで出る。学級担任・級外は、出席簿を持って出る。
（４）進行方向に向かって廊下に整列し、｢おさない｣｢走らない｣｢しゃべらない｣｢もどらない｣を注意

しながら出る。

（５）外に出たら、走って避難場所に集合する。
（６）学級担任は人数を確認し、校長に報告する。
（７）避難場所では、先生の指示があるまで静かに待機する。
（８）児童の心のケアに努める。

３ 火災における対応について

・避難場所の指示




